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１．再エネ発電設備の環境アセスメントの適正化に向けた検討について
（第6回電⼒安全⼩委員会電気保安制度WG 資料２（抜粋、⼀部修正））

２．環境影響評価法施⾏令の改正について
（⾵⼒発電の規模要件変更に係る経過措置）

３．最近の審査状況について
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（２）検討課題とスケジュール
 ⽴地に応じ地域の環境特性を踏まえた、効果的・効率的なアセスメントの運⽤強化について、令和

２年度に得た結論を運⽤に反映する。
① 環境影響評価図書の継続的公開の徹底（地域とのコミュニケーション促進、事業の信頼性向上）
② さらなるスコーピング機能の強化（⽴地特性や事業特性に応じたメリハリある環境影響評価の促進）
③ 事後調査の強化とその成果の活⽤（環境影響評価の不確実性を補い、環境影響に係る知⾒を蓄積

し、その活⽤の取組を推進）
④ 環境情報の提供とゾーニングの促進（環境情報の収集・提供を強化し、環境影響の未然防⽌のため

の適切な⽴地誘導、保全措置に係る取組を推進）

→ 令和３年度から運⽤に反映

 ⽴地に応じ地域の環境特性を踏まえた、効果的・効率的なアセスメントに係る制度的対応の在り⽅
について迅速に検討・結論を得る。
① より幅広なスクリーニングの導⼊（規模によらず⽴地等により⼤きな環境影響が懸念される事業を適

切にふるいにかけてアセスメント⼿続を実施する幅広なスクリーニングの導⼊）

② 簡易かつ効果的なアセスメント⼿続きの導⼊（現⾏法の⼿続よりも簡素化された⼿続とするなど、環
境影響の程度に⾒合った形のアセスメント⼿続の導⼊）

→ 令和３年度に検討を開始、令和４年度結論



１．再エネ発電設備の環境アセスメントの適正化に向けた検討について
（第6回電⼒安全⼩委員会電気保安制度WG 資料２（抜粋、⼀部修正））

２．環境影響評価法施⾏令の改正について
（⾵⼒発電の規模要件変更に係る経過措置）

３．最近の審査状況について







１．再エネ発電設備の環境アセスメントの適正化に向けた検討について
（第6回電⼒安全⼩委員会電気保安制度WG 資料２（抜粋、⼀部修正））

２．環境影響評価法施⾏令の改正について
（⾵⼒発電の規模要件変更に係る経過措置）

３．最近の審査状況について




